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私達が定義する「持続可能な里山」とは 

人間と自然の境目であり、  

ヒトの節度ある自然の利用や管理による 

変化に富んだ「半自然」な環境 



子どもたちが作る里山  



昔は毎日のように山に入って遊んでいたのに... 
⇩ 

技術が発達。 
⇩ 

子どもたちの興味はテレビゲームなどの 
近代的なものに 

 
森林への関心が薄れた原因 





なぜ今、里山について考えるのか 

現状︰　経済成長に伴い、人間が山を侵食し 

　　　　自然が本来持っている生態系を破壊 

　　　　現状を変えることは難しい問題  





子供に今の現状を学んでもらう

⇩

子供が里山の重要性を大人達に伝える

⇩

里山に対する関心を広める

理想



提案 

マインクラフトで里山づくり







テーマ

「自分が行きたい･定期的に遊びに行きたい里山」

例えば…
地域の自然を活かしたアクティビティや娯楽施設を作成

ex）サイクリングコース、温泉など

　　　　　　　⇩

　　　　観光地にもなる



ゲームと現実は違う...？？  

マインクラフトのマップ上に里山づくりをする

地域の地理情報を反映させる

実際に作ろうとなった時に忠実に再現できる



ゲームと現実は違う...？？ 



大会手順 

①学校の総合学習などで取り扱ってもらう。

②子どもたちの色々なアイデアを審査。

③実際に現実にするといいと思った作品を最優秀賞に。

④その世界を現実化。

⑤大会に参加した方に訪れてもらう。



具体例）バレルサウナ（樽型サウナ） 

特徴：比較的小型・少人数で使用できる 
　　　⇨コロナ禍において、人気がある 
 
 
兵庫県の資源を使用 
 
・バレルサウナの枠組みに六甲の木材 
・サウナストーンに御影石 
・火を起こすのに必要な木炭を兵庫県の木材で作った備長炭 
 
　＋　地元の施工業者に依頼 



地産物(兵庫県)使うことによる話題性&若い人を巻き込む

地域循環共生圏の観点からも重要

地元の資源を活用し地域を活性化させ明るくする

地産地消で日本の森林・里山にも価値をもたらす



資金として 

資金：ふるさと納税を活用

返礼品はサウナ無料券などの里山にある施設に関するもの

⇩

地域のあり方をあらためて考えるきっかけ

⇩      
更に人を呼び込む事ができる



まとめ 

厳格に「自然豊か」なのが里山だというのではなく 
 

現代に合った、 
 

進化した今風の里山 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